







































































































サングリ（2 名）である。教育を受けた場所は、およそプネー（5 名）、ムンバイ（2 名）、ナーグプ
ル（1 名）、マハーラーシュトラ州と州境を接するカルナータカ州（2 名）である。
彼女たちの教育レベルは、同世代と比較しても格段に高いのが特徴である。最も年長の80歳女性



















マハーラーシュトラ州 5,853,226人 169,065人 13,699人 0.234
プネー県 438,358人 13,220人 1,572人 0.358
出典Census of 2011 (GOI2011)
4 例えば、今日でも代表的な女子大である Shreemati Nathibai Damodar Thackersey（SNDT）女子大学は、社会
改革者の D.K. カルヴェーによって1916年に設立された。同様に、プネーでも名門の Ferguson カレッジは1885






















































































































結婚し（1 名は恋愛結婚）、子どもを産んでいる。子ども数は 4 人を産んだ 1 名（80歳最年長女性）
を除き、全員が 2 人である。
さて、10人のなかで就労経験があるのは 7 名、まったくないのは 3 名であるが、結婚前に 2 年ほ
ど英語教師として働いた、などごく短期の就労を除き、退職するまで働いた経験を持つのは 5 名で
ある。したがって、調査対象者のうち半数がいわゆる就労者であったといえる。仕事の内容は、教育




の町で生まれ、教育のため 5 歳でプネーにやってきた。C さんは、3 歳の時に父親が死去したため、
プネー近郊の K 宿営地（cantonment）内の学校で教師をする母親と母方祖母の 3 人の女家族で育っ











直し、74年には B.Ed（教育学）を修めました（2015年 8 月20日）。
C さんはその後、数学教師として働きながら77年に長女を産み、さらに教育学修士も取得した。
その後、C さんははっきりとは語らないが、夫との関係に変化があり、長期にわたって別居をするこ
とになる。その間 C さんは 2 人の子どもを連れてスタッフ寮のある学校や法人機関で教師やカウン
セラーとして勤務してきた。キャリアを上昇させるには博士号が必要との助言を受け、教育学で博士
号を取得し、教育大学で教職課程にいる学生のための教育を担ってきた。55歳で退職した現在で
も、マハーラーシュトラ州教育審議会（The Maharashtra State Board of Secondary & Higher Secon-
dary Education）用の数学の教科書を作成する委員会や、マハーラーシュトラ州教育調査訓練委員会





































D さんは74年に同僚だった人と結婚し、7 歳違いで娘を 2 人産んでいる。長女が生まれたとき、母










結婚しプネーを離れた今では、90歳近い実父と 2 人暮らしをし、D さんがケアの担い手として家族
を支えている。
――
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